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   Ａ６１Ｆ   2/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   2/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月15日(2010.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上向き方向および下向き方向を有する血流軸の周りに配備されたリング本体を備える僧
帽弁輪形成リングであって、該下向き方向は、該輪形成リングが移植された際に僧帽弁輪
を通過する血流の方向に対応しており、該リング本体は、
　概して２つの三角部の間に画定され、該僧帽弁輪の前方外形に対して移植されるように
構成される前方セグメントと、
　該僧帽弁輪の後方外形に対して移植されるように構成される、該前方セグメントと反対
側の後方部と
　を備え、該リング本体は、心房平面図において変形Ｄ字形状を画定し、該前方セグメン
トは、該後方部に比べて比較的直線的な側面を画定し、短軸は該前方セグメントと該後方
部との間に延在してそれらを分断し、長軸はそれと垂直に延在し、該長軸および該短軸は
、該血流軸とほぼ垂直であり、該リング本体の該後方部は、隣接した部分よりも顕著な外
向きの弓形部と、軸方向の高さｈが約３～１０ｍｍの間である、隣接した部分から上向き
の弓形部とを有する、僧帽弁輪形成リング。
【請求項２】
　前記前方セグメントも隣接した部分から上向きの弓形部を画定するように、前記リング
本体は鞍状である、請求項１に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項３】
　前記外向きの弓形部は、９０°～１３０°の間の角度範囲を有する、請求項１に記載の
僧帽弁輪形成リング。
【請求項４】
　前記後方部の前記外向きの弓形部に、隣接した部分よりも小さい曲率半径を有し、約８
０°～９０°の間の角度範囲に及ぶ外向きの隆起をさらに含む、請求項３に記載の僧帽弁
輪形成リング。
【請求項５】
　前記後方部における上向きの弓形部は、前記外向きの隆起とほぼ等しい角度範囲を有す
る、請求項４に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項６】
　僧帽弁の後尖が僧帽弁逆流を引き起こす僧帽弁脱出を矯正する輪形成リングであって、
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該輪形成リングは、
　　心房平面図において上向き方向および下向き方向を画定する血流軸の周りに配備され
た円形リング本体であって、該下向き方向は、該輪形成リングが移植された際に僧帽弁輪
を通過する血流の方向に対応する、円形リング本体と、
　　２つの三角部の間に延在し、該僧帽弁輪の前方外形に対して移植されるように構成さ
れる前方セグメントと、
　　僧帽弁輪の後方外形に対して移植されるように構成される、該前方セグメントと反対
側の後方部であって、該リングの隣接した部分と相対的に外向きおよび上向きの弓形部を
画定する、後方部と、
　　該輪形成リングを僧帽弁輪に固定する、該リング本体上の縫合糸透過性外装と
　を有し、
　該輪形成リングは、該僧帽弁輪に送達されるように構成され、
　該輪形成リングは、該縫合糸透過性外装を使用して該僧帽弁輪に固定されることにより
、該後方部が該僧帽弁の後尖の縁辺部を外向きおよび上向きに引いて該僧帽弁逆流を低減
する、輪形成リング。
【請求項７】
　前記リング本体は、心房平面図において変形Ｄ字形状を画定し、前記前方セグメントは
、前記後方部に比べ比較的直線的な側面を画定し、短軸は該前方セグメントと該後方部と
の間に延在してそれらを分断し、長軸はそれと垂直に延在し、該長軸および該短軸は、該
血流軸とほぼ垂直であり、該後方部の前記外向きの弓形部は、約３．３：４（８２．５％
）と４：４（１００％）の間の短軸対長軸の寸法比を形成する、請求項６に記載の輪形成
リング。
【請求項８】
　前記後方部の前記上向きの弓形部の軸方向の高さｈは、前記長軸の寸法の約１１％～２
８％の間である、請求項７に記載の輪形成リング。
【請求項９】
　前記後方部の前記上向きの弓形部の軸方向の高さｈは、約３～１０ｍｍの間である、請
求項６に記載の輪形成リング。
【請求項１０】
　上向き方向および下向き方向を有する血流軸の周りに配備されたリング本体を備える僧
帽弁輪形成リングであって、該下向き方向は、該輪形成リングが移植された際に僧帽弁輪
を通過する血流の方向に対応しており、該リング本体は、
　概して２つの三角部の間に画定され、該僧帽弁輪の前方外形に対して移植されるように
構成される前方セグメントと、
　該僧帽弁輪の後方外形に対して移植されるように構成される、該前方セグメントと反対
側の後方部と
　を備え、
　該リング本体は、心房平面図において変形Ｄ字形状を画定し、該前方セグメントは、該
後方部に比べて比較的直線的な側面を画定し、短軸は該前方セグメントと該後方部との間
に延在してそれらを分断し、長軸はそれと垂直に延在し、該長軸および該短軸は、該血流
軸とほぼ垂直であり、該リング本体の該後方部は、約３．３：４（８２．５％）と４：４
（１００％）の間の短軸対長軸の寸法比を形成する外向きの弓形部を有する、僧帽弁輪形
成リング。
【請求項１１】
　前記リング本体は、前記後方部に上向きの弓形部をさらに含む、請求項１０に記載の僧
帽弁輪形成リング。
【請求項１２】
　前記上向きの弓形部の軸方向の高さｈは、前記長軸の寸法の約１１％～２８％の間であ
る、請求項１１に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１３】
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　前記上向きの弓形部の軸方向の高さｈは、約３～１０ｍｍの間である、請求項１２に記
載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１４】
　前記外向きの弓形部は、９０°～１３０°の間の角度範囲を有する、請求項１０に記載
の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１５】
　短軸対長軸の寸法比は、約３．４４：４（８６％）と３．６：４（９０％）の間である
、請求項１０に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１６】
　前記後方部の前記外向きの弓形部に、隣接した部分よりも小さい曲率半径を有する外向
きの隆起をさらに含む、請求項１０に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１７】
　前記外向きの隆起に隣接した部分は、比較的直線的である、請求項１６に記載の僧帽弁
輪形成リング。
【請求項１８】
　前記リング本体は、前記後方部に、前記外向きの隆起とほぼ等しい角度範囲を有する上
向きの弓形部をさらに含む、請求項１６に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項１９】
　前記外向きの弓形部は、約９０°～１３０°の間の角度範囲に及び、前記外向きの隆起
は、約８０°～９０°の間の角度範囲に及ぶ、請求項１８に記載の僧帽弁輪形成リング。
【請求項２０】
　前記リング本体は、連続的な閉鎖された縁辺部を画定する、請求項１０に記載の僧帽弁
輪形成リング。
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